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[
首
都
圏
]

「
核
艦
船
の
止
め
方
」
青
空
テ
ィ
ー
チ
イ
ン

と
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

念
(2) 

ヵ

（
 

呉

・

依

佐

美

・

横

須

賀

で

国

際

ウ

ィ

ー

ク

エ

ン

ド

●
5
月
3
1
日
（
日
）
午
後
1
時
半
か
ら

●
横
須
賀
市
廷
海
公
園
．
‘
疇
9

9

●
主
催
実
行
委
員
会
（
反
ト
マ
首
都

圏
運
動
／
ヵ
ト
リ
ッ
ク
正
義
平
和
と
協

議
会
／
か
な
が
わ
非
核
交
流
会
／
平
和

事
務
所
／
非
核
市
民
宣
言
運
動
ヨ
コ
ス

な
ど
1
0
団
体
）

横
須
賀
海
軍
基
地
を
の
ぞ
む
会
場
で
の
テ
ィ
ー
チ

ィ
ン
と
展
示
。
テ
ー
マ
は
＊
非
核
コ
ー
ド
と
反
核
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
＊
核
笙
船
差
止
め
訴
訟
＊
横
須
賀
定
例

一
万
人
デ
モ
＊
平
和
船
団
＊
も
う
ひ
と
つ
の
チ
ェ
ル

ノ
プ
イ
リ
＊
非
核
ア
ジ
ア
太
平
洋
。
出
店
、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
、
ピ
デ
オ
上
映
、
平
和
船
団
体
験
航
海
あ

り
。
集
会
後
、
市
内
を
デ
モ
．

5
月
2
9
日
に
は
、
横
浜
市
北
西
の
上
瀬
谷
通
信
基

地
を
ピ
ー
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
出
発
す
る
。
（
主

催
は
「
上
瀬
谷
基
地
は
い
ら
な
い
ウ
ド
の
会
l

)

深

谷
通
信
基
地
、
池
子
弾
薬
庫
跡
地
を
巡
り
住
民
と
交

流
．
3
1
日
の
集
会
場
に
到
着
す
る
。
な
お
こ
れ
に
は

、
日
本
山
妙
法
寺
主
唱
の
平
和
行
進
が
合
流
、

3
日

間
の
行
動
を
共
に
す
る
．

フィ ジー政変と

非核太平洋

n 

．ーギニア襲

応3
南JE 
ヽ
芸ーシ
▽フノドノ’

な
5
月
1
4
日
の
夕
刊
は
南
太
平
洋
の
小
さ
な
島
国
、

フ
ィ
ー
ジ
ー
で
起
こ
っ
た
政
変
を
報
道
し
た
。
ラ
プ

カ
中
佐
が
指
揮
す
る
軍
部
グ
ル
ー
プ
が
首
都
ス
パ
の

政
府
・
議
会
を
騒
い
、
パ
パ
ン
ド
ラ
首
相
を
は
じ
め

全
閣
僚
を
拘
束
、
「
新
政
権
の
発
足
」
を
宜
言
し
た

の
で
あ
る
．

ち
ょ
う
ど
一
ヵ
月
前
の

4
月
1
2
日
の
総
選
挙
で
イ

ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
以
来
は
じ
め
て
政
権
に
つ
い
た

パ
パ
ン
ド
ラ
（
労
働
党
1
1
国
民
連
合
党
）
政
権
は
外

交
政
策
と
し
て
非
同
盟
運
動
に
加
わ
る
と
同
時
に
、

「
核
艦
船
の
寄
港
を
拒
否
す
る
」
こ
と
を
公
約
し
て

い
た
．
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
パ
ヌ
ア
ツ
、
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
に
つ
い
で
四
つ
目
の
「
非
核
政
権
」
が
南
太

平
洋
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

政
変
の
背
景
に
は
パ
パ
ン
ド
ラ
政
権
の
支
持
基
盤

で
あ
る
イ
ン
ド
系
住
民
と
、
前
政
権
（
同
盟
党
）
を

支
持
す
る
メ
ラ
ネ
シ
ア
1
1
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
住
民
の
対

立
が
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
．

し
か
し
、
「
キ
ウ
イ
病
」
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
非
核
政
策
の
国
際
的
波
及
力
を
核
推
進
側
の
人
々

は
こ
の
よ
う
に
よ
ん
で
い
る
）
の
蔓
延
の
具
体
的
あ

ら
わ
れ
で
あ
る
パ
パ
ン
ド
ラ
政
権
の
登
場
の
持
つ
衝

撃
力
を
思
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ワ
イ
ス
プ
ロ

ー
ト
教
授
が
1
4
日
に
語
っ
た
よ
う
に
「
米
田
の
影
響

力
を
全
く
否
定
す
る
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
」

(

1

5

日

付
「
朝
日
」
）
．

実
際
、
昨
年
1
2
月
米
国
の
核
持
ち
込
み
を
柊
め
る

●
5
月
3
1
日
午
後
1
時
か
ら

●
刈
谷
市
勤
労
会
館

●
主
催
核
も
安
保
も
い
ら
な
い
愛
知

反
戦
の
会
(

O

五
ニ
・
七
六
ニ
・
五
一

一
＼
）

／
 人
吉
（
熊
本
）

[
人
吉
｝

r
>
L
F
,t
（
超
長
汲
）
送
信
所
建
設
に

支
対
す
る
人
吉
相
駁
会
」

●
5
月
2
3
m
（
土
）
2
4
日
（
日
）

●
熊
本
県
人
吉
市
相
良
荘

〇
呼
掛
け
毛
利
淳
二
（
い
ま
、
鹿
呪

島
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
会
）

石
埼
昭
哲
（
福
岡
共
同
行
動
）
佐
々
木

竹
一
（
佐
世
保
軍
問
研
）
ら
七
氏

米
国
の
対
潜
水
艦
向
け
超
長
波
送
信
基
地
に
対
す

る
抗
議
行
動
も
今
年
で
三
回
目
に
な
る
，
ト
マ
ホ
ー

ク
阻
止
京
都
連
絡
会
の
仲
間
も
合
浣
す
る
c

l

呉一集
会
・
デ
モ
の
形
態
を
と
ら
な
い
意
欲
的
な
行
動

が
行
わ
れ
る
。
核
佳
船
入
港
拒
否
を
呉
市
長
に
求
め

る
ハ
ガ
キ
運
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ
と
て
座
り
込
み
情

宜
．
呉
市
中
心
街
で
。

●
5
月
3
0
日
（
土
・
）
．
午
後

●
呉
市
仲
通
り

●
主
催
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す

な
呉
市
民
の
会

5
.
3
1
集
会
」

[
愛
知
]

「
な
く
せ
！
お
い
出
せ
！
依
佐
美
基
地

海
上
自
衛
隊
が
宮
埼
県
え
び
の
市
に
建
設
し
よ
う

と
し
て
い
る
潜
水
店
よ
う
V
L
F
送
信
所
は
今
年
度

子
算
に
建
設
費
も
計
上
さ
れ
（
約
4
7
億
円
）
近
々
着

工
さ
れ
そ
う
な
情
勢
で
あ
る
．
昨
年
に
は
抜
打
ち
で

ポ
ー
リ
ン
グ
調
査
も
行
わ
れ
た
。

こ
の
相
談
会
は
反
V
L
F
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
全
九

州
規
模
で
展
開
す
る
た
め
の
も
の
。
ス
ラ
イ
ド
「
あ

・
ぶ
な
い’
•
V
L
F
送
信
所
」
も
完
成
し
た
。
当
日
は

ス
ラ
イ
ド
上
映
、
状
況
説
明
の
あ
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
具
体
化
に
つ
い
て
話
合
わ
れ
る
。
2
4
日
に
は
現
地

調
査
も
。
会
議
の
も
よ
う
に
つ
い
て
は
次
号
「
反
ト

マ
通
信
l

で。

[
V
L
F
送
信
所
に
反
対
す
る
九
州

住
民
ネ
ッ
'
L

ワ
ー
ー
ク
（
準
）

0
九
六
・
三
四
五
・

五
九
(
)
四
く
ま
も
と
市
民
セ
ン
タ
ー
／
松
平
薫

0
九
六
六

2

二
四
•
四
九
O
1
 

J
 

、,',

て
は
反
＞
•
I
]
F相
談
会
。

内
容
の
「
自
由
連
合
協
定
」
を
巡
る
ベ
ラ
ウ
共
和
田

の
国
民
投
票
（
結
果
は
否
決
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
．

8
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
総
選

挙
を
め
ぐ
っ
て
も
米
国
1
1
C
I
A
は
す
さ
ま
じ
い
介

入
を
繰
返
し
て
い
る
と
現
地
の
反
核
運
動
の
人
々
は

訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

太
平
洋
の
小
国
の
人
々
に
と
っ
て
、
「
核
」
を
巡

る
選
択
は
「
自
立
」
と
「
自
主
決
定
」
と
奥
深
い
と

こ
ろ
で
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
人
々
が
み
づ
か

ら
の
意
思
で
新
し
い
歩
み
を
始
め
る
時
、
い
や
お
う

も
無
し
に
核
大
日
間
の
「
冷
戦
力
学
」
の
場
に
な
げ

こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
．
フ
ィ
ジ
ー
で
今
起
こ
っ
て

い
る
事
想
は
、
そ
の
こ
と
を
生
々
し
く
私
た
ち
に
教

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

米
国
の
お
先
棒
を
担
い
で
、
援
助
金
パ
ラ
ま
き
の

「
新
太
平
洋
構
想
」
を
打
出
し
て
い
る
日
本
政
府
が
、

フ
ィ
ジ
ー
I

新
政
権
」
に
た
い
し
て
ど
の
よ
う
な
姿

5

勢
で
臨
む
の
か
を
注
意
深
く
監
視
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
両
政

府
は
す
で
に
新
政
権
不
承
鯰
を
表
明
し
た
）
．

南
の
島
々
の
人
々
へ
の
最
大
の
支
援
は
こ
の
日
本

で
も
「
キ
ウ
イ
病
」
を
蔓
延
さ
せ
る
こ
と
だ
．
た
と

え
ば
、
核
艦
船
の
入
港
を
本
当
に
止
め
て
み
せ
る
こ

と
。
そ
れ
は
私
た
ち
自
身
の
「
自
治
」
と
「
自
主
決

定
」
に
深
く
深
く
か
か
わ
る
こ
と
だ
．

（
絹
集
部
田
巻
一
彦
五
月
十
八
日
記
一

ネ

ふ—......、
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；二塁海辺で風船を飛ばす9.¥
，平和船団の小航海． （＾ーネ湾c;

I~：二：：：：芦i¥
； ： 

ポーツマス 湾内での平和船団航

海と陸上でのピラまき． （ポーツ
／ 

スCND)

アイルランドー----、

（こ乙アイルランド非核化と

｛核艦船入港による潜在的危険性q

i訴えて濤上デモ．地方議会、港芯！

f管理者および政府に中入れ行動．j

メッセージは rダプリンに軍艦をi

I叫るな！」（ポート・ウォッチ；
i・ダブリン） （ 
ギャルウェイ 身寄りのない人々：

へのt刃助遅勃と共催でチャリティil―コンサート．テーマは海軍のnu
l事支出を炊しい人々のために振向i
＼けること．地方議会、港湾管理者｛

への巾人れも． （行効的非同盟軍！

漏撤廃グループ） ） 

ル

間

ィ

ル

ォ

C

イ

人

テ

ゼ

ウ

一

マ

の

ス

エ

ス

イ

1

人

工

に

ー

デ

さ
0
0

フ

日

ピ

ン

長

心

で

29

た

ダ

、

て

ル

．

し

（

日

ジ

ー

ト

元

．

ドン

30

ッ

ホ

ー

出

る

ラ

リ

後

サ

を

す

ー

プ

の

ン

地

苔

口
言
五

ス

ダ

の

の

パ

英

一

f
r
'
・
ー
，
9
；
,
i
`

こ：応ウィークエンドを：＇
期して核鑑船寄港に反対する 2年

｛間のキャンンーンがスタートする．

＼。世界中の海軍のプラック・リス：

＼卜をもとに属I用する．平和船団もi

1発足． （アルハス北大西祥ネットし
ワーク）‘

三 ＇！ （一

海の軍備撤廃をめざす国際ウイークエンド

1 s s 7 ・ち

三言
グレンギャリー（インヴァーネス

ーシャイヤー） 30日、計画され

ているEしF（極長波）通信基地

（トライデント用）建設に反対し

て20マイルのウォーキング． （ 

ハイランド地域CND}

アイスランドー一―-―`‘

fノルウェイー一ー、賃二：二こ

辺で風船飛ばし、タコ上げ、ポー！

王；二よ鸞］
ペルゲン コンサート、集会、非；•， 
核カフェー（核兵おにノー）

i坦宇 トロムソ港の非核のた

｛めの海岸での集会． （核兵器にノ

jー トロム‘I)

！戸竿町の中心部での屋外

l 集会．ディスカッションと風船行
l 抽．テーマ「核兵器は北海から出•

（言言三｀l／]:]
ご主―.__-----;;J |ループ） i 

．9/ォー．ストラリア-→贔 ．． • ;--~r地と哀艦船寄港に関す I ユ平 29日、船による芯人！
I・：：三筐三り]:門llぞ五：：竺：：し籍l
ヽ

グリーンノ・ックからダヌーン・オ？

ン・クライドサイドまで 31日、 ： 
湾岸の英・米海軍基地をめぐるク・

ルージング．船上イペントも．

ニューヨー？ 30日、戦艦アイ ►.
ワの母港化に反対して某会とデモi

ど N(ICヽ I ~鸞：1;；ィーよ；ふグ：I 
§ ア▽＼アルパニー（ニコーヨーク） 二lヽ

ューヨークの下町で、海軍が新し；

ぃロス級原潜に町の名前を付けよ；
t 

うとしていることに抗五デモ． （： 

16日） 29日にはクノールズ原子力：

研究所へのピラまき。同研究所は；：
e 

トライデント原潜乗組員の訓練力“

I i：三喜：：言］ト．紐アルパニー連合） ： 

奮 i

アメリカ合州国 ！ 
／ （太平洋および北大西洋r-t)/ ． 

直三言三ごl:[
l和船団など） I 
I : , s 
！サンディエゴ（カリフォルニア） ： ; 
31日、ドック前での抗議行効と i 
海上デモ．テーマは「命のために ｝ 

海を蘇らせよう」 （生存のための f 
退合、サンディエゴ平和迂科セン ： 

ター） ｝ 
ヽ

i 、9( 

lセンターヴィル（カリフォルニア；
I l l. 30日、海這のSOSUS （対；
潜水艦水中監視網）のステーショt

ンヘの抗云デモ（センターヴィル：

・アクション・グループ） ： 

ニ．J．ージーランド ー― -1 
戸ーラ 5月2!ltl仕休みのi

iii雌シアター（海の軍偏撤成を！，

太平洋遅勃 NZ) 
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北
西
太
平
洋
で
は
自
衛
隊
と
補
完
関
係
に
あ
る
米

軍
の
戦
略
を
眺
め
れ
ば
こ
の
謎
は
す
ぐ
解
け
る
．
ょ

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
戦
略
家

た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
核
に
よ
る
抑
止
」
よ
り
も

む
し
ろ
「
抑
止
が
破
れ
た
時
」
、
平
た
く
言
え
ば
核

使
用
を
含
む
米
ソ
の
直
接
対
決
に
つ
い
て
多
く
を
語

っ
て
き
た
。
こ
れ
は
「
海
洋
戦
略
」
と
い
う
漠
と
し

た
名
を
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
戦
略
と
し
て
は
濫
め

て
具
体
的
な
も
の
だ
．

主
戦
場
は
ソ
連
本
土
に
隣
接
し
た
海
域
．
獲
得
目

標
は
「
米
国
に
有
利
な
条
件
で
戦
争
を
集
結
さ
せ
る

こ
と
」
．
太
平
洋
で
の
主
役
は
五
個
の
米
空
母
機
動

部
隊
．
天
下
無
敵
の
存
在
だ
が
、
一
抹
の
不
安
は
ソ

連
の
爆
撃
機
パ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ヤ
ー
か
ら
空
母
め
が
け

て
発
射
さ
れ
る
長
射
程
の
（
三
百
km)

の
ミ
サ
イ
ル
．

そ
の
不
安
を
解
消
す
る
の
が
か
の
中
曽
根
首
相
の
、

「
日
本
列
島
不
沈
空
母
」
構
想
だ
。
か
れ
の
言
葉
で

は
「
パ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ヤ
ー
に
対
す
る
巨
大
な
障
壁
を

築
く
こ
と
」
と
言
っ
が
、
こ
れ
を
よ
り
具
体
的
に
展

開
し
て
い
る
の
が
防
衛
庁
内
に
昨
年
新
設
さ
れ
た

「
防
衛
改
革
委
」
の
「
洋
上
防
空
構
想
」
だ
．

(6) 

--1 

I

海
洋
戦
略
」
へ
の
加
担

唐
無
科
な
主
張
だ
。
自
分
の
半
分
以
下
の
価
格
の
g

一
衛
艦
を
護
る
と
い
う
の
は
噴
飯
物
．
い
ず
れ
に
し
て

も
護
る
べ
き
も
の
は
他
に
あ
る
．

、・̀

一
番
笑
っ
た
の
は
誰
か
っ

G
N
P
一
％
枠
突
破
の
推
進
力

一
越
え
た
と
言
っ
て
も
（
）
．
（
）
（
）
四
％
だ
け
，
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
顔
を
出
し
た
程
度
」
と
い
う
い
つ

に
な
く
「
朕
虚
」
な
中
曽
根
首
相
の
姿
勢
に
幻
惑
さ

せ
ら
れ
た
か
、
売
上
税
の
「
神
風
一
が
つ
い
で
に
吹

飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
か
、
つ
い
に
軍
事
費
の
G
N
P

一
％
枠
突
破
問
題
は
国
会
で
本
格
的
に
捨
じ
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
政
府
自
ら
儲
け
た
「
上
限
」
を

自
ら
取
払
う
と
い
う
慣
例
が
こ
れ
で
確
立
し
た
訳
で
、

「
ち
ょ
っ
ぴ
り
」
の
突
破
で
大
き
な
政
治
的
成
果
を

得
た
防
衛
庁
や
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
高
笑
い
が
、
反
売
上

税
闘
争
「
完
全
勝
利
」
の
勝
ち
ど
き
の
後
ろ
か
ら
閏

こ
え
て
は
こ
な
い
だ
ろ
う
か
？

青
木
雅
彦
（
京
都
）

併
界
第
三
位
の
軍
事
大
国
？

七
六
年
の
三
木
内
閣
の
二
％
枠
'
l

決
定
は
軍
事

費
の
「
上
限
」
設
定
の
非
常
に
巧
妙
な
表
現
だ
っ
た
。

実
際
に
は
分
母
す
な
わ
ち
天
井
が
年
々
高
く
な
る
の

に
、
軍
事
費
は
何
か
し
ら
一
定
で
あ
る
か
の
様
な
錯

覚
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
．
ー
国
家
予
算
で
な
くV

（
対
予
算
比
は
八
七
年
六
・
五
％
）
、
巨
大
な
G
N

P
を
分
母
に
す
る
こ
と
で
「
わ
ず
か
一
％
l

と
い
う

印
象
を
与
え
る
効
果
も
あ
っ
た
。

防
衛
白
書
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
各
国
国
防
費

リ
ス
ト
を
見
る
と
、
八
四
年
度
日
本
は
九
位
に
留
っ

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
「
ミ
リ
タ
リ
ー
パ
ラ
ン
ス
l

に
拠
っ
た
リ
ス
ト
は
一
ド
ル
11

ニ
四
四
円
で
換
算
さ
、
t

こ
れ
に
よ
る
と
ま
ず
①
O
T
H
（
超
水
平
線
）
レ
（

ー
ダ
ー
（
五
百
億
円
）
で
爆
撃
機
の
動
き
を
つ
か
み
、

．
②
A
W
A
c
s
（
空
中
管
制
機
三
百
億
円
）
で
更

に
正
確
に
把
握
し
て
、
③
空
中
給
油
機
（
二
百
億
円
）

に
支
援
さ
れ
た
F
ー
1
5
（
九
十
億
円
）
で
阻
止
し
、

そ
れ
で
も
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
場
合
は
エ
イ
ジ

ス
艦
で
撃
ち
落
と
す
と
い
う
念
の
入
れ
よ
う
．
費
用

対
効
果
を
考
え
れ
ば
こ
の
構
想
が
護
る
ぺ
き
も
の
と

し
て
い
る
の
は
、
一
兆
円
以
上
の
米
空
母
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
．

こ
の
構
想
に
出
て
く
る
新
兵
器
は
す
べ
て
「
中
期

防
」
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ス
ト
に
加
え
ら
れ
て
い
る
．

こ
れ
に
加
え
て
も
う
ー
つ
の
「
脅
威
」
で
あ
る
ソ
連

原
潜
を
攻
撃
す
る
た
め
p
1
3
c
対
潜
哨
戒
機
（
百

億
）
を
百
機
も
調
達
す
る
と
い
う
。
「
た
ま
に
撃
つ

弾
が
な
い
の
が
玉
に
キ
ズ
」
の
「
貧
乏
」
な
は
ず
の

自
衛
隊
が
こ
ん
な
豪
勢
な
買
物
を
し
よ
う
と
は
な
ん

た
る
「
分
不
相
応
」
か
。
ま
た
赤
字
の
米
国
の
軍
事

支
出
を
肩
代
わ
り
し
、
核
戦
争
の
リ
ス
ク
ま
で
背
負
．

い
こ
む
と
は
何
た
る
「
自
己
犠
牲
」
の
精
神
か
．

国
民
の
目
を
欺
く
た
め
に
、
我
が
政
府
は
一
％
枠

と
い
い
う
数
字
の
マ
ジ
ッ
ク
の
他
に
、
も
う
ひ
と
っ
―

の
手
品
を
駆
使
し
て
き
た
。
ロ
ー
ン
で
兵
弱
を
買
い

ロ
ー
ン
抽
盤
の
軍
事
費

と
日
本
の
軍
拡

海
洋
戦
略
L— 

I:％：戸盲りL
..、、•... -・-.ヽ
51 53 55 57 59 61 
（注） 61年度まで当9])干算S2年虔は政府宴

962 

防衛費の伸びと後年度負担

国
民
に
は
目
随
し

度
62年

ほ）60年霞までは冥績、61年度は当初予算、笠零霞は大董原案、
後年置負坦は聾求ペース

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
最
近
の
レ
ー
ト
で
計
算
す
る
と
、

仏
独
を
抜
き
五
位
．
こ
れ
に
軍
人
恩
給
な
ど
広
義
の

軍
事
費
(
N
A
T
O
で
は
含
ま
れ
る
田
が
多
い
）
を

加
え
る
と
、
英
国
を
軽
く
抜
去
っ
て
米
ソ
に
次
い
で

世
界
第
三
位
の
軍
事
大
国
に
な
っ
て
し
ま
う
！

し
か
し
日
本
政
府
は
こ
の
服
さ
え
窮
屈
だ
と
感
じ

た
の
だ
。
シ
ー
リ
ン
グ
を
設
け
る
な
ど
以
て
の
他
．

そ
れ
で
は
何
の
た
め
に
必
要
な
と
い
う
の
か
？

こ
こ
数
年
の
自
衛
隊
の
装
備
を
規
定
す
る
の
が
、

「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
’
一
（
八
六
＼
九
0
年
）
と

い
う
総
額
十
八
兆
円
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ン
だ
が
、

政
治
的
な
配
慮
か
ら
す
ぺ
て
の
買
物
計
画
が
公
表
さ
・
・
・

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
折
に
ふ
れ
て
意
図
的
に

リ
ー
ク
さ
れ
る
情
報
を
加
味
し
て
、
国
民
は
要
約
そ

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ス
ト
の
中
身
の
概
要
を
知
る
の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
＂
a

ス
ト
の
中
で
と
り
わ
け
目
を
引
く
の

が
I

エ
イ
ジ
ス
（
盾
ご
と
呼
ば
れ
る
防
空
用
の
軍

艦
．
二
百
五
十
目
標
を
同
時
に
捕
捉
b

識
別
で
き
る

の
も
笠
き
だ
が
、
二
千
億
円
と
い
う
価
格
が
す
ご
い
．

防
衛
庁
は
民
間
の
船
舶
を
護
衛
す
る
た
め
と
言
う
が
、

積
載
ミ
サ
イ
ル
の
射
程
は
せ
い
ぜ
い
百
km
．
広
大
な

海
洋
で
半
径
百
km
の
円
二
つ
（
計
画
で
は
二
隻
購
入
）

が
い
か
に
頼
り
な
い
も
の
で
あ
る
か
考
え
れ
ば
、
荒

ー

＇

，

鴫

支
払
い
は
後
、
と
い
う
「
後
年
度
負
担
」
の
手
品
で
・

あ
る
。
例
え
ば
八
七
年
に
は
F
i
1
5
を
1
6
機
一
千
四

百
億
円
）
発
注
す
る
が
計
上
さ
れ
た
予
算
は
わ
ず
か

二
億
円
．
し
か
し
こ
れ
も
タ
ネ
が
割
れ
て
し
ま
っ
た
．

こ
の
「
影
の
軍
事
費
」
は
本
体
を
圧
す
る
程
に
成
長

し
て
、
最
早
隠
し
様
も
な
く
な
っ
た
の
だ
．
一
左
図

②
)
こ
の
ロ
ー
ン
地
猿
だ
け
で
も
一
％
枠
を
破
る
の

に
は
丁
分
だ
っ
た
る
っ
．

ヽ—

3-

2-

肖
1-

o-
1.: -55 56 -'S'l -59 ~59 60 61 
兆円 2-

今
年
だ
け
で
福
沢
翰
吉
換
算
で
三
百
五
十
ト
ン
‘

（
三
兆
五
千
億
円
）
も
の
札
束
が
防
衛
費
と
称
し
て

空
し
く
捨
て
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ど
う
使
わ
れ
る
の
か
？

エ
イ
シ
ス
搭
の
謎
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日
本
の
軍
隊
は
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
？
最

近
政
府
は
「
中
期
防
」
の
金
額
の
詳
細
を
国
会
に
す

ら
提
出
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
．
そ
し
て
こ
の
上
更

に
何
を
隠
そ
う
と
い
う
の
か
、
「
防
衛
秘
密
法
」
ま

で
作
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
詮
索
す
る
こ
と
さ
え
御
法

度
に
し
よ
う
と
す
る
支
配
者
た
ち
の
紺
心
の
「
配
慮
J

．
統
帥
権
が
天
皇
に
あ
り
国
民
は
そ
の
中
身
に
つ
い

て
口
を
出
す
こ
と
さ
え
禁
じ
ら
れ
た
時
代
と
ど
れ
だ

け
異
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
具
体
的
で
丁
寧
な
暴
露

の
で
き
る
反
戦
派
の
登
場
が
今
ほ
ど
待
た
れ
て
い
る

時
は
な
い
と
思
っ
．
（
八
七
年
五
月
十
二
日
記
）

（
付
記
）
紙
数
の
部
合
で
米
「
海
洋
戦
略
l

を

書
け
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
の
雑

誌
な
ど
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
「
反
ト
マ
ホ

ク
通
信
」

(

N

o

1

0

)

、
「
世
界
政
治
」
（
八
1

^

年
＋
月
上
号
）
、
「
軍
事
民
論
J

(
四
八
号
）
―

「
世
界
l

（
八
七
年
六
月
号
）
。

5
9喜

合
裳
品
芯
白
扇
｀
嬰
棧
ぎ
込
み
の
悶
齊
決
め
が
あ
る

I
苫
’
1

っ
言
酋
し
て

い

る

埓

召

盆

忍

塁

、

―

-

g

希

翌

が

塁

コ

妥

，

ョ

奇

立

g

-

図

り

ば

逹

歪

躍
l

之
反
直
し
て
い
る
が
、
ラ
シ
ャ
ウ
よ
翌
苫
い
く
つ
か
の
き
の
峙
が
｀
臼
そ
も
、
占
ぢ
盆

潜
ば
間
違
い
な
い
と
い
え
そ
っ
た
。
t
f
故
の
必
淫
や
心
の
ぎ
な
デ
苫
―
」
、

R
本
へ
の
戌
や
ち
込
み
の
現
去

を
も
っ
H
8、
洗
い
色
て
み
よ
う
。
（
苓
川
靡
直

•
B

竺
、
そ
丹
l

(
L
I
~ンジ
？
L
）
t
”
i
苓
訥
て
い
る
。
一
九
七
一
示
り
r
u
叫
→
躊
）
の
凛

9

扁
殻
（
」
ラ
ン
ス
ポ
ー
、
L

)

q

没

盈

3
は
西
｛
っ
て
い
ろ
と
、
も
、
ぺ
路
）
き
ま
”
の
父
i

っ
て
い
る
．
逆
．
1

仝
迷
雲
の
密
念
ー
（
逐
社
の
社
会
召
｝
）
泣
き
て
、
一
塁
g
頃
全
の
該

き

当

れ

て

い

な

い

。

瀾

盤

哭

な

変

翌

cl
益
の
裔
闘
の
凸
q
‘
召
屯
持
ち
込
み
禰
を

芸
蕊
の
通
の
祠
で
作
屯
ふ
の
点
空
J
す
-
)
]
と
い
う
の
が
宝
g
差
争
ッ
シ
ン
ジ
ャ
l
-
R

載

上

の

心

器

包

芍

召

‘

笞

可

菜

9
ぽ
立
の
核
”
ち
1

米
国
母
廿
が
過
っ
て
い
る
。
こ
れ

悶
一
時
茫
翌
す
こ
自
埜
さ
門
て
、
呈
点
の
回
感
も
本
七
に
後
臼
約
が
あ
っ
芝
と
を

・

9

,

1

 

二
屡
俣
畠
塁
塁

□汀
A

ー

』

｀

言

い

い

i

[

夕

]

]

:

鱈

存
汲
‘
U
嬰
で
許
肉
さ
れ
て
い
き
―
つ
の
殺
布
ト
ー
ン
は
明
ら
っ
反
分
で
き
。
『
上
ラ
ン
ジ
ッ

亨

1

|

^

I

J

i

g

電

の

内

容

と

、

と

、

母

墨

営

悶

且

言

合

が

心

と

な

の

は

、

米

る

こ

名

忍

。

だ

遁

っ

て

い

る

。

と

が

咀

、

薗

、

一

啓

虐

咳

翌

屯

海

～

忍

墓

窟

1

お
蕊
兵
器
品
＇
）
て
塁
器
誌
悶
の
国
一
の
囁
念
名

I
-
L

この，＂

r類貝
包
髯
召
罹
協
合
の
嘉
I
l
i
に
「
（
核
含
む
沿
手
れ
ば
、
日
米
間
の
当

さ
ら
い
し
て
き
う
。
い
ま
い
な
顎
塞
器
ず
る
]
•
こ
ラ
ン
ジ
ッ
L
]
は
、
一
般
芝
二
患
与
含
、
か
つ
て
の
米
益
社
名
の
さ
貨
翡
苔
涵
合
、
咳
噴
は
、
話
成
の
発
窪

一
九
六
六
年
（
昭
和
翠
一
年
）
れ
が
第
一
の
守
約
゜
習
さ
と
畔
か
さ
れ
て
い
る
。
し
翌
の
玲
詈
は
、
積
呂
、
墓
ぼ
呆
直
き
と
と
い
っ
苫
、
忌
・
速
筈
の
後
品
の
i

亘

西

日

の

こ

の

腐

ば

、

I

巧

房

一

九

文

る

の

に

対

一

堕

咤

笞

蒻

器

荏

岨

み

こ

甘
"
"
]
賛
且
「
通
過
」
に
は
幅
広
い
定
義
紅
＂
汀
―
炉

17
竺

を
加
え
な
い
l

4

い
ろ
畷
9
だ
対
9

ば

有

事

の

落

百

、

、

兵

点

の

信

亭

持

ち

碗

ぶ

盆

函

い

一

4
時
も
’
y
は
泣

炉

彗

且

甘

謬

[

[

ロ

バ

米

は

有

利

な

運

用

を

主

張

冒

戸

石

＂

丘

f

：

と

考

え

て

一

ャ

ワ

ー

駐

臼

癸

笹

む

さ

返

し

工

を

求

め

る

珈

利

を

'

-

の

l

d

j

還

器

る

共

産

党

の

米

汲

戟

路

問

男

悶

堡

酋

示

し

た

ぢ

だ

。

有

す

る

l

。
こ
れ
が
竺
一
の
密
約
か
し
実
瞑
名
心
は
も
っ
と
堕
＇
i
い
範
噴
田
な
と
｝
あ
る
中
間
貯
蔵
直
、
笈
米
国
の
楕
利
ー
を
は
っ
』
涙
り
定
め
て
文
で
、
ー
コ
＾
ク
喝
祖
を
刃
は
し
た
同

享
、
二
九
六
0
年

の

安

保

条

だ

。

囲

の

メ

軍

の

後

兵

甜
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葦
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＞
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岳
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め
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澤
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の
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入
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の
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こ
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の
試
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翌
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パ
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る
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す
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る
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．
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＂
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澳
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翌
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濯
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＂
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＾
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＞
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